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一ー今月の交通事故相談日ーー
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自
覚
を
も
っ
て

人と しての地位を獲得します

成人となった方々は、おと

なになったことを自覚し、未

成年者だったときの法律上の

保護は取り去られます。

家涯にあっても両親の保護

に甘えず、 自ら生きぬこうと

する意欲と、 成人としての判

断と責任をもって行動するこ

とが要求されるわけです。

当市今回の該当者は、昭和

25年 1月16日から26年 4月1

日までに生まれた男女が成人

に達します。

戦前は国民の義務として男

子は兵役があり ましたから徴

兵検査が終わるまで実際には

成人とはいわれませんでした

戦後は民法第3条の 「満20

年ヲ以テ成年トス」という条

文どおり、法律上独立の社会



(2) りおおむ市政だより昭和46年 1月20日

盛

会

だ
消
防
出
ぞ
め
式

ーコ

た

消
防
出
ぞ
め
式
は
、
八
日
午
前

十
時
か
ら
県
知
事
(
代
理
)
ほ
か

多
数
の
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
、
市

民
会
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
市
消
防
署
員
を
は
じ
め
十
四

分
団
員
の
七
百
数
十
人
が
参
加
し

市
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
永
年
勤

続
者
、
功
労
者
.
退
団
者
な
ど
の

表
彰
が
あ
り
式
典
の
あ
と
、
大
村

部
隊
音
楽
隊
の
演
奏
に
よ
り
観
閲

式
を
行
な
い
、
こ
の
あ
と
太
上
戸

川
金
丸
橋
付
近
で
ポ
ン
プ
車
や
小

型
動
力
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
訓
練

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

知
事
表
彰
(
幻
名
)

為
永
久
雄
今
里
福
治
小
森
司

鶴
栄
高
野
良
一
橋
本
福
松

森
正

雄

池

田

憲
次

郎

鈴

田

正

大
塚
林
太
郎
吉
川
虎

雄

久

保

敏

視

森

琢

磨

田

添

良

臣

仁

田

勝

俊

犬

塚
満
雄
鬼
石
久
雄

開

稔

田

川

丈

夫

峰

信

義

久

保
秀
幸
福
田
考
雄
山
浦
安
治

山

中

良

嗣

今

崎

正

昭

溝
島
義

徳

佐

藤

重

則

神

原

隆

芳

徳

島
敏
夫

原

常

光

岩

本

昭

小

野
望
人

県
消
防
協
会
長
表
彰

〔
特
別
有
功
章

(
5名)〕

市民会館にて

松
永
繁

一
山
本
満
男

朝
長
久

夫
喜
々
津
弘
高
野
良
一

出ぞめ式

〔
有
功
章
(
日
名
)
〕

山
口
要
人
山
口
土
男
黒
川
勇

雄

川

口

筈

禎

中

道

一

二

田

川

良

美

鶴

栄

山

口

義

美

中

村
一
男
山
口
猛
出
口
安
雄

福
田
考
雄
田
添
良
臣

池
田
正

男

田

中

賓

〔
功
労
章

(
1
名)〕

田
中
米
吉

〔
精
続
章
(
刊
年

)(4名
)
〕

中
原
正
美
渡
辺
豊
上
野
寿
四

郎

山

口

叡

1 

〔
精
続
章
(
初
年
)
(
お
名
)
〕

渡
海
博

坂
田
義
次
池
田
正
夫

福

江

守

島

内

健

岡

山

忠

指

方

昭

中

道

一
二

坂
元
初
次

辻
四
郎
田
崎
勝
美
黒
川
勇
雄

古
田
塩
見

山
下
信
夫

中
島
鶴

司

西

川

正

吉

開

常

義

田

口

栄

城

山

省

己

山

上

肇

福

田

朝

徳

森

広

木

本
山
茂

俊

遠

岳
茂
井
工
信
義

市
長
表
彰

〔
永
年
勤
続
初
年

(4
名)〕

上
野
寿
四
郎

山
口
叡

中
原
正

美

渡

辺

豊

〔
永
年
勤
続
何
年

(幻
名
)
〕

為
永
久
雄
今
里
福
治
小
森
司

鶴
栄
高
野
良
一
橋
本
福
松

森
正
雄
池
田
憲
次
郎
鈴
田
正

大
塚
林
太
郎

吉
川
虎

雄

久

保

敏

視

森

琢

磨

田

添

良

臣

仁

田
勝
俊

大
塚
満
雄
鬼
石
久
雄

開
稔

田
川
丈

夫

峰

信

義

久

保

秀

幸

福

田
考
雄
山
浦
安
治

山
中
良
嗣
今
崎
正
治

溝
島
義

徳

佐
藤
重
則

神
原
隆
芳

徳

島

敏

夫

原

常

光

岩

本

昭

小

野
望
人

〔
永
年
勤
続
何
年
(
印
名
)
〕

渡
瀬
五
男
富
浦
朗
岳
尾
信
之

渡
辺
利
喜

夫

吉

田

哲

夫

福

田

買

平

地

健

吉

一

瀬

近

義

尾

上

贋

見

中

島

保

峰

正

美

浦

田

一
良
吉
田
貫
井
石
達
雄

福
井
昭
俊

勢
戸
利
春
高
木
忠

一

平

原

邦

夫

川

田

佐

俊

土

本
良
徳

〔
退
団
者
感
謝
状
(
別
名
)〕

平
田
末
松
白
元
秋
良
今
山
村

雄

浦

啓

治

脇

崎

和

利

田

川

重
郎
福
田
鷹
次
郎
坂
口
酔

樋
口
春
治
柿
本
清
次
下
田
和

男

山

口

茂

雄

橋

本

昌

幸

森

寄
光
松
本
正
信

川
本
勝
海

永
田
弘
渡
辺
政
雄
一
瀬
蹟

道
添
勇
田
中
険
市
井
上
善
次

増
田
敏

治

南

虎
雄

尾
崎
純
義

山
田
和
夫
武
藤
芳
次

危
険
物
取
扱
主
任
者

試
験
及
び
受
験

準
備
講
習
会

一
、
危
険
物
取
扱
主
任
者
詩
験

日
時
、
二
月
十
四
日
(
日
曜
)

場
所
、
諌
早
市
栄
田
町
鎮
西
学
院

高
校

二
、
受
験
準
備
講
習
会

日
時
、

一
月
二
十
四
、

二
十
五
日

場
所
、
大
村
市
民
会
館
三
階
会
議

室な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
消
防
本

部

(
T
E
L
四

一
三
八
)
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

中

'‘、
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県
営
住
宅
久
原
団
地

入

居

者

募

集

一
一
月
一
日
1
二
月
十
五
日

国
の
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
に

よ
り
、
当
市
の
住
宅
建
設
も
着
々

と
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
久
原
団
地
の
‘
県
営
住
宅

建
設
一
回
数
之
、
羽
十
ご
一平
夏
ト
ベ

戸
四
十
四
年
度
三
十
六
戸
完
成
し

す
で
に
入
居
し
て
お
り
四
十
五
年

度
は
四
十
九
戸
現
在
建
設
中
で
三

月
末
ま
で
に
完
成
の
予
定
、
四
十

ベ
手
宣
土
二
ト
現
日
蓮
設
計
画
で

L毛草b おおむ市政だより(3) 

イ

県
営
住
宅
の
合
計
は
百
二
十
五
戸

と
な
り
ま
す
.

ま
た
市
営
住
宅
は
四
十
四
年
度
四

十
八
一
戸
、
四
十
五
年
度
三
十
四
一戸

建
設
し
て
す
で
に
入
居
し
て
お
り

四
十
六
年
度
は
四
十
五
戸
、
四
十

七
年
度
は
三
十
四
一戸
建
設
計
画
の

予
定
で
、
市
営
住
宅
合
計
百
八
十

八
戸
と
な
り
久
原
団
地
総
合
計
戸

数
は
三
百
十
五
戸
と
な
り
ま
す
.

そ
の
ほ
か
集
合
所
、
買
物
セ
ン
タ

ー
、
遊
園
地
、
緑
地
な
ど
の
施
設

が
説
け
ら
れ
、
大
団
地
と
な
り
ま

す。

竣工間近の久原住宅内部

第
一
種
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
二
階
建

二
十

二

戸

四

帖

三

帖

四
、
五
帖
板
張

第

一
種
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
平
家
建

十
六
一
戸
六
帖
ニ
間

第
二
種
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
平
家
建

十
二
戸
六
帖
二
間

マ
入
居
資
格

①
県
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
.
所
定
の
家
賃
、
敷
金
を
支
払

う
能
力
を
有
す
る
人

①
本
人
及
び
配
偶
者
の
収
入
を
合

算
し
て
昭
和
四
十
五
年
一
月
か
ら

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
ま
で
の
総

収
入
を
所
得
税
法
に
よ
る
控
除
を

し
た
残
額
を
十
二
で
除
し
た
額
の

合
計
か
ら
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き

三
千
円
を
控
除
し
た
額
が
二
万
四

千
円
を
こ
え
四
万
円
以
下
は
第
一

、，、
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市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

市
政
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
意

見

、

要

望

、

批

判

な

ど

を

継

続

的

二

月

実

弾

射

撃

予

定

に

お

聞

き

し

て

こ

れ

を

市

政

運

営

池

田

射

撃

場

の
参
考
資
料
に
す
る
た
め
「
市
政

'
①
一
日
か
ら
六
日
ま
で

モ
ニ
タ
ー
」
制
を
設
け
て
い
ま
す
①
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で

昭
和
幼
年
度
の
「
市
政
モ
ニ
タ
①
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で

一

ー
」
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
ま
す
①
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

の
で
ご
希
望
の
方
は
応
募
し
て
く

だ
さ
い
.

一
、
応
募
資
格

1
・
満
二
十
才
以
上
の
大
村
市
住

民
で
あ
る
こ
と
。

2
・
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
お
よ
び
大
村
市
の

監
査
、
教
育
、
選
挙
管
理
、
農

業
、
公
平
、
固
定
資
産
評
価
な

ど
の
各
委
員
で
な
い
こ
と
.

3
・
大
村
市
の
職
員
で
な
い
こ
と

4
.
以
前
に
大
村
市
「
市
政
モ
ニ

タ
!
」
の
経
験
の
な
い
こ
と
。

二
、
任
期
昭
和
四
十
六
年
四
月

か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
ま
で

一
カ
年

三
、
申
込
方
法

1
.
希
望
の
方
は
所
定
の
申
込
書

で
二
月
五
日
か
ら
二
見
十
五
日

(4) b 

ノヘ

おおむ市政だより

ま
で
に
市
民
相
談
室
に
申
し
込

む
こ
と
.

2
.
申
込
書
は
市
民
相
談
室
ま
た

は
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
.

四
、
選
定
の
方
法

応
募
者
の
中
か
ら
一
定
員
数
を

地
域
別
、
年
令
別
そ
の
他
を
参

、酌
し
て
選
定
す
る
。

マ
貸
付
限
度
額
一
記
名
者
に
つ

い
て
十
五
万
円
以
内
。

マ
貸
付
額
賦
札
七
枚
分
の
別
表

価
格
と
す
る
.

母
子
福
祉
資
金
並
び
に

寡
婦
福
祉
資
金
の
資
付

今
年
度
に
お
い
て
は
、
就
学
支

度
資
金
、
修
学
資
金
及
び
修
業
資

金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
高
校

大
学
な
ど
の
入
学
誌
験
前
に
申
請

書
を
受
理
し
、
そ
の
審
査
を
行
な

い
仮
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貸

付
金
を
早
期
に
交
付
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
早
め
に
申

国
庫
債
券
担
保
で
引
揚
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
・

露

一
貸
付
金
の
種
類

者
に
事
業
資
金
貸
付

議一
式
就
学
支
度
資
金
、
修
学
資
金
.

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

iぷ
同
修
学
資
金
(
特
別
貸
付
)
、
修

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に

一い、

業
資
金

つ
ぎ
の
と
お
り
事
業
資
金
の
借
入

二
提
出
期
限
一
月
末
日

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
二

三
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
福

月
十
日
ま
で
に
社
会
課
へ
お
串
し

祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

込

み

く

だ

さ

い

。

:

マ

条

件

引

揚

者

特

別

交

付

金

冒

し

庫
債
券
の
記
名
者
で
あ
っ
て
、
事

業
資
金
を
必
要
と
す
る
者
.

一
一
円

一額一

1
0
2
0
3
4
0
5
0
6
0
0
0
1
0
0
6
7
0
印

一一

O
O
E
U
η
i
n
u
ρ
n
a牲
に
U
Q
U
1
i
o
A
E
U
T
i
ワ
a
E
υ
Q
U
O
D
Q
U
O
D
A
せ
n
U

一付一

L
ι
1
L
L
E
ι
1
1
L
1
q
h
Q
h
L
L
仏

L
ι
ι
む

一貸一

1
1
1
1
1
2
2
2
8
3
4
5
6
6
6
8
9

石
関

-qJ

表

一針一
刊

7
M
H
m紅
犯
初
出
羽
訪
問
的
刊
行

m
m臼
目
的
刊

別
一
純
一

1
1
1
1
1
1

自

覚
晴も

れ新

?こ

今
年
、
成
人
と
な
っ
た
人
は
、

男
子
六
百
七
十
三
名
、
女
子
六
百

三
十
七
名
で
し
た
。
市
で
は
こ
の

若
人
の
前
途
を
祝
っ
て
、
一
月
十

五
日
午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館
で

成
人
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

市
長
挨
拶
、
来
ひ
ん
祝
辞
な
ど

厳
粛
な
式
典
を
終
え
た
あ
と
、
大

村
高
等
学
校
女
子
主
徒
に
よ
る
式

典
讃
歌
を
始
め
.
新
成
人
者
の
主

張
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
記
念
植 の

成

人

者一一
O
名

-、樹
と
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
、
門

出
に
ふ
さ
わ
し
い
、
有
意
義
な
式

で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
代
表
者
二
十
名
と

市
長
を
囲
む
盛
談
会
を
お
こ
な
い

ま
し
た
が
、
新
大
村
空
港
建
設
に

よ
っ
て
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る

大
村
市
に
よ
せ
る
若
い
人
た
ち
の

力
強
い
意
見
に
終
始
し
た
会
で
し

た。

， ， 

大
村
保
健
所
健
康
相
談

日
程
変
更
二
月
か
ら
)

青年の樹のカンパをする成人者の皆さん

新 l 旧
毎週月.水曜 毎遇月.水.

毎週 方午1後火1曜0(生0-後213~0医3師カ月指導)!毎週牛T前1見火$火0曜曜0-巴f1主r1J後010~医3師カ指月導) 

矛2;火11曜:O(P健4-婦・6栄カ養月士〉) 才 2火曜 4-6カ月)
午前9:00'"'-'11:00 (保 M 

1え0077004B~-火火1111曜曜00(グ(('J保保1健障70~婦~掃1・・9栄2栄カヵ華養月且士士))) ) 茸73火躍(// 7-自カ月)午前9:00-11:00 矛4火曜(Pグ 10カ月以上)

午前9:00-11:00 CílfdijHfriH*:~-::I::) 1 // 

2月の妊婦及び乳幼児検診

量月日|実施場所| 実施時間

~ 5日|萱瀬出張所 I 930'"'-'11.0 

~ 8日|三浦診療所 I 9.30'"'-'11.0 

H 日i鈴田出張所 I 9.30-11.0 

312日|竹松出張所 IJ，y，Q-g・1
IJT.L->. ~ -';jX:')/1 113.00-15.0 

松原出張所 I 9.30"-'11.lJO 

福重出張所 113.30-15州

気‘


